
１

２

３

４

５

６

７

８

９

　１０

　１１

１

２

３

４

５

６

７

８

９

　１０

　１１

に
置
き
換
え
て
校
正
す
る
。 

4
．計
量
法
1
3
5

条
第
1
項
に
基
づ
く

校
正
実
施
機
関
　

　
独
立
行
政
法
人
産
業
技
術

総
合
研
究
所

5
．特
定
二
次
標

準
器

茨
ピ
ス
ト
ン
減
衰
器
又
は
可

変
減
衰
器

芋
特
定
二
次
標
準
器
の
具
備

条
件

①
ピ
ス
ト
ン
減
衰
器

苑
コ
ネ
ク
タ
：
N
、
S
M
A

薗
校
正
範
囲
：
周
波
数
　
M
30

需
、
減
衰
量
1
0
0
嵯
以
下

（
挿
入
損
含
む
）

②
可
変
減
衰
器

苑
コ
ネ
ク
タ
：
N
型
、7
亜
、

3
・
5
亜
、
2
・
9
亜
、
2
・

4
亜

薗
校
正
範
囲
：
周
波
数（
0
・

0
1
、
0
・
0
3
、
0
・
0

6
、
0
・
1
、
0
・
5
、
1
、

5
、　
、　
）
G
需
、
減
衰

10

12

量
1
0
0
嵯
以
下
。
上
記
周

波
数
を
除
く
0
・
0
1
G
需

以
上
　
G
需
以
下
、
減
衰
量

12

　
嵯
以
下
。
周
波
数
　
G
需

80

12

を
超
え
　
G
需
以
下
、
減
衰

40

量
　
嵯
以
下
。

60
鰯
特
定
標
準
器
に
よ
る
校
正

等
の
期
間（
校
正
等
の
周
期
）

　
1
年

6
．ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
の
体
系
図
及
び

測
定
の
不
確
か
さ

茨
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
体

系
図

（
次
表
参
照
）

芋
測
定
の
不
確
か
さ

①
特
定
標
準
器
に
よ
る
校
正

等
に
お
け
る
測
定
の
拡
張
不

確
か
さ
（
k
＝
2
）
は
、
0
・

0
0
2
嵯
〜
0
・
0
2
嵯
を

予
定
し
て
い
る
。

②
登
録
事
業
者
が
行
う
校
正

に
お
け
る
測
定
の
拡
張
不
確

か
さ
（
k
＝
2
）
は
、
0
・

0
0
5
嵯
〜
0
・
1
嵯
を
想

定
し
て
い
る
。

遠
以
下
の
技
術
的
要
件
を
備

え
る
こ
と

　
脈
動
の
発
生
を
抑
制
し
、

1）連
続
的
に
一
定
の
流
量
を
発

生
す
る
機
能
を
備
え
る
こ

と
。

　
計
測
対
象
の
水
流
が
秤
量

2）タ
ン
ク
に
流
入
し
て
い
る
状

態
か
ら
秤
量
タ
ン
ク
を
迂
回

し
て
い
る
状
態
へ
の
切
り
替

え
、
ま
た
そ
の
逆
方
向
の
切

り
替
え
を
、
十
分
短
時
間
で

行
う
こ
と
の
で
き
る
装
置

（
転
流
器
）を
備
え
る
こ
と
。

　
被
校
正
流
量
計
に
十
分

3）整
っ
た
流
れ
が
流
入
す
る
よ

う
に
被
校
正
流
量
計
の
上
流

と
下
流
の
管
路
を
配
置
す
る

こ
と
。

芋
特
定
標
準
器
に
よ
る
校
正

等
の
期
間（
校
正
等
の
周
期
）

　
2
年
 

6
．ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
の
体
系
図
及
び

測
定
の
不
確
か
さ

茨
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
体

系
図

（
次
表
参
照
）

芋
測
定
の
不
確
か
さ

①
特
定
標
準
器
に
よ
る
校
正

等
に
お
け
る
測
定
と
拡
張
不

確
か
さ
（
k
＝
2
）
は
、
0
・

0
4
％
〜
0
・
0
6
％
を
予

定
し
て
い
る
。

②
登
録
事
業
者
が
行
う
校
正

に
お
け
る
測
定
の
拡
張
不
確

か
さ
（
k
＝
2
）
は
、
0
・

0
5
％
〜
0
・
3
％
を
想
定

し
て
い
る
。

（第三種郵便物認可） 2006年（平成 18年）9月24日（日）（6）第 2646 号
参考資料 2

1
．背
景

　
γ
線
照
射
線
量
な
ど
の
放

射
線
強
度
の
計
測
は
、
原
子

力
発
電
所
、
加
速
器
施
設
等

の
放
射
線
利
用
施
設
周
辺
の

環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
、
放
射
線
業
務
従
事
者
に

対
す
る
個
人
被
曝
線
量
モ
ニ

タ
ー
な
ど
の
放
射
線
防
護
の

観
点
か
ら
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
の
確
保
が
必
要
と
な
っ

て
お
り
、
す
で
に
　

　
線

Co

60

源
及
び
　

1
3
7
線
源

Cs

に
関
し
て
1
0
0
　
／
茜
〜

nC

0
・
1
C
／
茜
の
範
囲
で
J

C
S
S
制
度
に
よ
る
標
準
供

給
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
近
年
、
放
射
線
に
よ
る
が

ん
治
療
が
急
速
に
広
が
り
、

全
国
で
7
2
6
施
設
（
2
0

0
3
年
）
が
放
射
線
治
療
装

置
を
保
有
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
が
ん
治
療
に
お
い
て
も
、

放
射
線
強
度
の
計
測
に
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
放
射

線
治
療
レ
ベ
ル
の
放
射
線
強

（
2
6
4
4
号
宇
面
の
つ
づ
き
）

校
正
等
の
実
施
に
つ
い
て

（
流
量（
液
体
流
量
））

計
量
標
準
の
供
給
開
始
と

校
正
範
囲
の
拡
大
員

計
量
行
政
審
議
会
平
成
　
年
度
第
2
回
計
量
標
準
部
会
資
料
よ
り

17

1
．背
景

　
高
周
波
の
電
磁
波
は
情
報

通
信
シ
ス
テ
ム
、
レ
ー
ダ
を

は
じ
め
、
医
療
技
術
や
加
熱

装
置
等
の
生
活
に
関
連
す
る

深
い
分
野
ま
で
使
わ
れ
て
き

て
い
る
。
低
い
周
波
数
領
域

の
電
磁
波
回
路
で
は
、電
圧
、

電
流
等
が
基
本
量
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
高

い
周
波
数
領
域
で
は
、
電
磁

波
の
波
長
は
測
定
対
象
物
の

寸
法
に
同
程
度
か
、
そ
れ
よ

り
短
い
の
で
波
動
伝
搬
的
な

取
り
扱
い
が
必
要
と
な
る
。

伝
搬
に
伴
い
生
じ
る
高
周
波

減
衰
量
は
電
磁
波
回
路
を
表

す
基
本
量
の
1
つ
と
し
て
重

要
で
あ
る
。
高
周
波
減
衰
量

は
、
校
正
器
物
の
入
出
力
信

号
の
電
力
の
比
に
よ
り
定
義

す
る
。
数
値
表
現
の
簡
便
さ

で
、
通
常
嵯
（
デ
シ
ベ
ル
）

で
表
さ
れ
、
電
力
の
比
が
1

0
0
分
の
1
、
1
0
0
万
分

の
1
の
場
合
そ
れ
ぞ
れ
　20

嵯
、　
嵯
に
な
る
。

60

　
高
周
波
減
衰
量
標
準
に
つ

い
て
は
現
在
、
周
波
数
　
M
10

需
か
ら
　
G
需
ま
で
、
測
定

18

減
衰
量
1
0
0
嵯
以
下
の
範

囲
の
J
C
S
S
制
度
の
供
給

が
行
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、

最
近
周
波
数
　
G
需
か
ら
　

18

40

G
需
ま
で
に
お
い
て
動
作
し

て
い
る
航
空
管
制
、
船
舶
用

レ
ー
ダ
や
無
線
通
信
等
の
利

用
が
増
加
し
、　
G
需
ま
で

40

の
高
周
波
減
衰
量
標
準
に
対

す
る
需
要
が
高
く
な
り
、
登

録
事
業
者
等
か
ら
即
急
の
供

給
開
始
の
要
望
が
多
い
。
今

回
、
産
業
技
術
総
合
研
究
所

で
は
　
G
需
へ
の
高
周
波
減

40

衰
量
標
準
拡
大
の
開
発
・
整

備
が
完
了
し
、
周
波
数
範
囲

　
M
需
か
ら
　
G
需
ま
で
の

10

40

J
C
S
S
制
度
の
供
給
が
可

能
と
な
っ
た
。

2
．特
定
標
準
器

　
高
周
波
減
衰
量
測
定
装
置

（
既
存
）

3
．特
定
標
準
器

の
概
要

茨
特
定
標
準
器
（
写
真
1
参

照
）

　
高
周
波
減
衰
量
測
定
装
置

は
、
中
間
周
波
減
衰
量
校
正

装
置
と
高
周
波
回
路
ユ
ニ
ッ

ト
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
高
周

波
回
路
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
電
源

側
・
負
荷
側
を
み
た
反
射
係

数
が
小
さ
い
測
定
端
子
を
有

す
る
高
周
波
回
路
で
、
被
校

正
器
物
の
高
周
波
減
衰
量
を

1
k
需
信
号
の
減
衰
量
に
変

換
す
る
装
置
で
あ
る
。
中
間

周
波
減
衰
量
校
正
装
置
は
、

高
周
波
回
路
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら

の
1
k
需
信
号
の
減
衰
量
を

誘
導
分
圧
器
の
電
圧
比
に
よ

り
校
正
す
る
装

置
で
あ
る
。

芋
特
定
標
準
器

に
よ
る
校
正
の

方
法

　
高
周
波
減
衰

量
測
定
装
置
に

は
「
中
間
周
波

置
換
法
」
を
利

用
し
、
被
校
正

器
物
の
高
周
波

減
衰
量
を
1
k

需
等
の
中
間
周

波
数
の
減
衰
量

4
．計
量
法
1
3
5

条
第
1
項
に
基
づ
く

校
正
実
施
機
関
　

　
独
立
行
政
法
人
産
業
技
術

総
合
研
究
所

5
．特
定
二
次
標

準
器

茨
液
体
流
量
校
正
装
置

芋
特
定
二
次
標
準
器
の
具
備

条
件

苑
液
体
流
量
校
正
装
置
は
、

十
分
に
整
え
ら
れ
た
流
れ
が

被
校
正
流
量
計
に
流
入
す
る

よ
う
な
管
路
を
持
ち
、
秤
量

タ
ン
ク
に
よ
り
標
準
流
量
を

求
め
る
通
液
式
校
正
装
置
で

あ
る
こ
と
。

薗
秤
量
タ
ン
ク
に
一
定
時
間

水
を
流
入
さ
せ
、
秤
量
計
に

よ
り
測
定
さ
れ
た
液
体
の
流

入
質
量
を
流
入
時
間
で
除
し

て
質
量
流
量
を
求
め
、
さ
ら

に
被
校
正
流
量
計
内
の
水
の

密
度
か
ら
体
積
流
量
を
求

め
、
こ
れ
を
基
準
と
し
て
流

量
計
の
校
正
を
行
う
こ
と
。

写真 1　高周波減衰量測定装置

校
正
等
の
実
施
に
つ
い
て

（
電
磁
波
の
減
衰
量（
高
周
波
））

参考資料 3

【9 月24日】過去の『今日の計量新報ニュース』
<TODAY>▽〈朝日〉黒部ダム着工 50年・水力
発電再評価の機運も▽〈日経〉「飲酒運転の根絶
を」、秋の交通安全運動始まる▽〈日経〉8月の貿
易黒字、3カ月ぶり前年水準上回る▽〈産経〉あ
すから東京ゲームショウ～新型機で3つどもえの
激戦▽〈産経〉小笠原がセリエAデビュー、大黒
はベンチ入りせず▽日本精密測定機器工業会が
役員を交代▽〈アタゴ〉PALキャンペーンのご案
内▽〈東京都〉第 3回「土壌汚染処理技術フォー
ラム」を開催します▽〈日本NCSLI〉2006 年
NCSLI シンポジウムで「Award of Recognition」
を頂きました▽〈三菱総研〉機械受注統計（7月）-
 大幅反動減も高水準保つ▽〈三菱総研〉 日銀短
観（2006年 9月調査）▽〈三菱総研〉消費税の
経済的影響▽〈総務省統計局〉65歳以上人口は
総人口の 2割超、75歳以上人口はほぼ 1割▽〈野
村総合研究所〉上場企業の社長・従業員を対象に
経営理念・ビジョンに関する意識調査を実施▽
〈野村総合研究所〉流通ビジネスの将来展望に関
するアンケート調査を実施▽〈日本銀行〉報告省
令レート（10月分）▽〈中小企業庁〉平成 18年
7月分規模別製造工業生産指数（確報）▽〈財務
省〉財政融資資金月報（8月末）
<しばらく掲載>▽〈環境省〉 廃棄物焼却施設
の排ガス中のダイオキシン類濃度等▽〈環境省〉
環境教育・環境学習データベース「ECO学習ラ
イブラリー」がリニューアル▽〈日本産業技術振

興会〉2006年 11月 6日～ 7日、第 39回酸化反
応討論会▽〈すばる望遠鏡〉すばるキッズ：特別
号▽〈国立天文台〉宇宙の日・特別講演 10月 8
日 ▽〈国立天文台〉アストロ・トピックス (242) 
最も遠い銀河の世界記録を更新▽〈国立天文台〉
アストロ・トピックス (241) 冥王星の小惑星番号
と 2003 UB313 の名称▽〈国立天文台〉アストロ・
トピックス(240) 超新星爆発の光による重元素の
生成メカニズムを解明▽〈計測自動制御学会〉論
文集 9月号が発行▽〈JAXA〉スペースシャトル
「アトランティス号」（STS-115 ／国際宇宙ス
テーション組立てミッション（12A））の着陸延
期▽〈JAXA〉ISS・きぼうウイークリーニュース
第215号▽〈JAXA〉ロシア・ソユーズ宇宙船（13S）
の打上げ▽〈イシダ〉展示会情報・2006東京国
際包装展▽〈アタゴ〉RX-αシリーズのBrix測
定範囲拡大▽〈オムロンヘルスケア〉カラダス
キャンご購入者対象のキャンペーンをスタート
▽〈経産省〉計量法附則第四条の計量単位等を定
める政令の一部を改正する政令について▽
〈NITE/JCSS〉事業所の登録について▽〈日本
規格協会〉品質管理と標準化セミナー▽〈産総研〉
バクテリアで駆動する微小モーター▽〈NITE〉
NITEバイオテクノロジー成果報告会開催のお知
らせ▽〈理化学研究所〉リサイクル可能な新しい
有機伝導体を開発▽〈朝日〉台風 13号、北海道
石狩市付近に再上陸▽〈日経〉KDDI、ワンセグ
対応「W43H」など 2機種を 21日発売

液体流量校正設備特定標準器

液体流量校正装置特定二次標準器

液体流量計登録事業者が
校正する計量器

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
体
系
図

▲

▲

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
体
系
図

高周波減衰量測定装置特定標準器

ピストン減衰器、
可変減衰器特定二次標準器

可変減衰器、固定減衰器、
減衰量測定器

登録事業者が校正
する計量器

▲

▲

度
は
、
現
在
J
C
S
S
制
度

に
よ
り
供
給
を
行
っ
て
い
る

放
射
線
強
度
よ
り
も
強
い
た

め
に
、
J
C
S
S
制
度
の
範

囲
外
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ

で
放
射
線
治
療
レ
ベ
ル
の
放

射
線
に
つ
い
て
も
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
を
図
る
た
め
に
、

　

　
線
源
の
γ
線
照
射

Co

60

線
量
の
範
囲
を
1
0
0
　
／
nC

茜
以
上
5
・
0
C
／
茜
以
下

に
拡
大
し
標
準
供
給
を
行
う

も
の
で
あ
る
。

2
．特
定
標
準
器

　
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
壁
空
洞
電

離
箱
式
照
射
線
量
設
定
装
置

（
既
存
）

3
．特
定
標
準
器

の
概
要

茨
特
定
標
準
器
の
構
成

　
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
壁
空
洞
分

離
箱
は
、
放
射
線
強
度
の
範

囲
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
、

異
な
る
サ
イ
ズ
の
円
筒
型
の

も
の
を
用
い
て
い
る
。
そ
の

構
造
は
、
空
洞
の
中
心
に
は

空
洞
内
の
空
気
中
に
生
成
さ

れ
た
イ
オ
ン
ま
た
は
電
子
を

収
集
す
る
た
め
の
中
心
電
極

が
あ
る
。
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
壁

空
洞
電
離
箱
の
壁
側
に
高
電

圧
を
印
加
し
、
中
心
電
極
を

外
部
コ
ン
デ
ン
サ
が
接
続
可

能
な
振
動
容
量
型
電
流
計
に

接
続
し
て
電
離
電
流
を
測
定

し
て
い
る
。
照
射
室
に
は
γ

線
源
を
格
納
し
て
い
る
照
射

装
置
と
検
出
器
を
設
置
す
る

た
め
の
台
車
が
あ
り
、
照
射

装
置
は
遠
隔
に
て
線
源
の
開

閉
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

（
次
号
以
下
に
つ
づ
く
）

校
正
等
の
実
施
に
つ
い
て

（
照
射
線
量
等（
ガ
ン
マ
線
））
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